
はじめに 

 

プレジャーボートは過去 30 年間、年ごとに大型化が進んできました。30 年

前の比較的小型の船舶を対象船舶として設定し整備を行ったマリーナは、現在

の大型化したプレジャーボートに対処することに苦慮しています。また、整備

後一定期間が経過したマリーナ施設を、今後、利用者の満足度を保ちつつ、い

かに維持更新していくかが、現場での大きな課題となっています。まさに、マ

リーナ関係者にとって、マリーナの設計および整備に際しての新たな道標を必

要とする時期を迎えています。 

そのような中、平成 30 年 5 月に「港湾の施設の技術上の基準・同解説」が

改訂されました。今回の新たな基準では、マリーナは「施設編に関する参考技

術資料 第２章 専門ふ頭」の一つとして位置付けられ、平成 11 年版以来の、

全面改訂に近い見直しが行われています。 

本マニュアルは、同基準の改訂内容と整合が取れるよう、「プレジャーボー

ト用浮桟橋設計マニュアル（平成 23 年 3 月）」を見直し、とりまとめました。 

本マニュアルがマリーナやボートパーク等プレジャーボート用浮桟橋の設

計および整備に際しての技術資料として活用され、施設の安全確保や低コスト

化に寄与できれば、甚だ幸いに存じます。 

なお、現行マニュアルの見直しは、「港湾の施設の技術上の基準・同解説」

の改訂に伴い、新たに追加すべき事項や変更すべき記述に限ることとしました。 

最後に、本書の作成に当たり、国土交通省港湾局、国土技術政策総合研究所

ならびに海上・港湾・航空技術研究所をはじめ、ご指導・ご協力を賜りました

関係者各位に対して深く感謝申し上げます。 

 

平成３１年２月 

一般社団法人 日本マリーナ・ビーチ協会 

理事長 佐藤 恒夫 
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